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議
会
議
員
定
数
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た

回
は
議
員
定
数
に
つ
い
て
原
案
を
示
し
意
見
交
換
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
か
ら
、
議
員
は
班
分
け
を

し
な
い
で
全
員
が
参
加
す
る
形
を
と
り
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
議
会
基
本
条
例
で
、
市
政
の
現
状
と
課
題
、
将
来
の
予
測
と
展
望
及
び

市
民
の
意
見
を
考
慮
す
る
と
定
め
て
あ
り
ま
す
。

　

市
民
意
見
の
聴
取
の
方
法
と
し
て
か
つ
て
、
意
見
交
換
会
で
白
紙
の
状
態
か
ら
意
見
を
伺
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
で
方
向
性
を
出
し
て
か
ら
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
、
今
回
は
、
ま
ず
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
意
向
を
確
認
し
、
人
口
、
財
政
規
模
、

面
積
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
議
会
と
し
て
は
２
名
減
の　

人
と
し
委
員
会
は
３
委
員
会
と
す

16

る
こ
と
を
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
定
数
及
び
議
会
活
動
に
関
し
て
は
、
議
会
の
活
動
が
見
え
て
こ
な
い
中
で
２
名
減
に
対
す

る
不
安
の
声
と
し
て
議
会
活
動
、
議
員
活
動
、
市
民
の
要
望
や
意
見
の
く
み
上
げ
が
不
足
す
る
の

で
は
な
い
か
。
も
っ
と
若
者
の
意
見
を
聞
く
工
夫
が
必
要
、
市
民
一
人
一
人
と
直
接
話
を
し
て
い

な
い
、
町
内
会
単
位
の
少
人
数
の
意
見
交
換
の
場
の
設
定
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
８
月
４
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で
最
終
確
認
を
行
い
、
次
の
改
選

後
の
定
数
は　

名
と
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
不
安
の
声
や
、
議
会
活
動
、
議

16

員
活
動
の
活
発
化
や
そ
の
伝
え
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
皆
様
に
少
し
で
も
理
解
を
頂
け
る
議
会
づ

く
り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
名
寄
振
興
公
社
・
ス
キ
ー
場
、
王
子
マ

テ
リ
ア
株
式
会
社
名
寄
工
場
、
公
共
交
通
網
、
名
寄
高
校
な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ご
意
見
や
要
望
等
を
議
会
か
ら
市
長
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
各
委
員
会
と
し
て
取

り
組
む
も
の
を
整
理
し
て
、
課
題
解
決
に
向
か
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
積
極
的

に
、
ま
た
様
々
な
方
法
で
情
報
交
換
を
行
い
政
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

名
寄
市
議
会
議
長　

東　
　
　

千　

春

　

今
回
の
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」
は
７
月　

日
ふ
う
れ
ん
地

12

域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
７
月　

日
は
よ
ろ
ー
な
で
開
催
し
ま
し
た
。

13

当
初
は
５
月　

日
、
５
月　

日
の
日
程
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
し

24

26

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
延
期
し
、
こ
の
よ
う
な
日
程
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
今

市民との意見交換会 実施状況
　今回の意見交換会では議員全員18名が出席し、議会報告として定例会・臨時会の審議概要、議会改

革（議員定数の削減）、各委員会の活動状況、政務活動費などについて説明をさせていただきました。

　なお、記載されている内容は、7月12日と13日の「市民との意見交換会」でいただいた意見などを

一部抜粋しているものであり、1ケ月以上が経過しているため、現状に合わない意見などもあることを

ご承知おきください。

　また、市民の皆様からいただいた質問・

意見については、正副議長と議会運営委員

会正副委員長とで内容を精査し、8月10日

市長に「市民との意見交換会」実施報告書

として提出いたしました。議会としても提

言・要望等として各所管にも周知・対応等

についてご検討いただくようお願いしてき

ました。
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◇各会場からいただいたご意見◇

７月12日（月）　ふうれん地域交流センター　参加者11人

◆新型コロナウイルス感染症について

 　フロンティアハウスに入所されている方が、

コロナ禍で外出できない状況が続き閉塞感

が出てきている。もう少し幅をもったゆと

りのある方法で進めてもいいのではないか。

 　コロナ対策については、国と道が所管で上

川地方は名寄保健所の管轄になっており、

名寄市は名寄保健所の指導を受けたり相談

したりしながら対応している。当初名寄は

あまり感染者が出ていなかったが、緊急事

態宣言が出た辺りから名寄市も24名くら

い出て厳しくなった。今また感染状況も低

くなってきているが、１件でも出ると大変

なことになるし、集団施設なのでご高齢の

方には申し訳ないが命を守るということが

一番大切なことなのでご理解を。北海道に

も、地域の感染状況に応じた対応でも良い

のではと伝えるよう努力していく。

問

答

 　コロナワクチンの接種状況について伺う。

また、強い副反応が出たという事例があれ

ば教えほしい。

 　コロナワクチンの接種状況について、今の

ところ65歳以上の１回目の接種率は、７日

現在（NHK報道による）で、名寄は89.5%

道内で一番となっている。接種状況につい

ては、まだ集計が終わっていない。64歳以

下の接種券も順次郵送で配達され、年齢区

分も３つのグループに分けて予約を受け付

けしていく。副反応については、個人差が

ある。

問

答

 　コロナの感染者について、公共施設とか公

務員などは公表されるが、一般市民の感染

者はいるのか、予防の観点からもそれだけ

でも知りたい。

 　１週間に１回名寄市何名ということで報道

されると思うが、やはり誹謗中傷が多すぎ

るとのことで、細かく公表することは難し

い。名寄市は保健所の指示により公表して

いるので、市だけでは難しい部分がある。

問

答

◆東風連駅の移転について

 　東風連駅の移転はいつ頃なのか。

 　駅の工事は名寄市で発注するものではない。

JR側が発注して行うものなので、発注時期

やその後のことはまだこちらには連絡は来

ていないが、現在道路の改修工事も併せて

行っており、今年度中に完成し来年４月に

は運行できるように着工している。

問

答

◆議員定数について

 　アンケートの結果を見ても、将来を背負っ

ていく若い人たちの意見が非常に少ない。

人口が減っても面積は減らない。仮に市内

の端でも名寄市であって、議員の人数が減

ることで議員が果たしてそこまで走り回れ

るのか少し疑問に思う。そういうことも考

えて特に若い人たちの意見をもう少し上手

に吸い上げることを考えて、まちづくりを

行ってもらいたい。

 　名寄市には諸課題がたくさんある。言われ

たように、減ることによって市民の皆さん

の意見が行政に届かなくなるという懸念も

あった。市民の皆さんの意見もしっかり聞

きながらという部分ではアンケート調査も

実施した。議員一人ひとりの資質の向上を

含めて、それらをどのように受け止め、今

後進めていくのかなどさまざまな議論を重

ね、結果このような形の報告となった。

　　また、どのような形で若い人たちの意見を

聞いていくのかというのは難しいところで

はあるが、名寄市立大学の学生と意見交換

をする機会を作ってきたことはある。

問

答
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 ◆なよろ温泉サンピラーの改修について

 　サンピラー温泉の改修について、いつどう

いう形で改修するのか知りたい。

 　令和３年度の当初予算案の中でなよろ温泉

整備事業として、修繕料200万円、実施設

計委託料1,500万円、併せて1,700万円を

今年度で計上している。令和３年度中に実

施設計を行って早ければ令和4年度から工

事に着手するという予定で進んでいる。

問

答

 　まだ１年着工できないのであれば、人が

入っても恥ずかしくないように、若干費用

をかけてでも一部改修等をするべきだと思

うが。

 　利用する皆さんからは、サンピラーの特に

浴場の関係はご指摘をもらっている。具体

的にどのような形でというのは、まだ議会

に対しても報告はないが、行政側としても

実施設計が整った段階で、市民の皆さんに

も公社の状況等も含めて報告は必ずあると

思う。市民の皆さんにはもう少し我慢をい

ただく期間がでてくると思うが、今年度実

施設計を着手するという状況なので、ご理

解いただきたい。改めて市民の皆さんから

早期改修を願う声があったと行政サイドに

は申し伝えたい。

問

答

◆老人クラブに対するバスの利用について 

 　非常に申請が面倒である。パソコンができ

ない人はまずできない。また、その申請書

に一か月前に出席する人の名簿を載せて提

出するようにとある。矛盾だらけなので、

なんとか改善の余地はないのか。

 　担当と相談して回答する。当事者が管理を

しっかりしていれば、代表者が誰で何人と

いう名簿を今の時代あえて提出する必要が

あるのかとも思うので、議会として健康福

祉部と打ち合わせの時や、委員会もしくは、

市長に申し入れを行う時に参考にし、改善

を図れるように努力したい。

問

答

◆公共交通網について 

 　東風連地域は、最近バス路線の変更と、今

後の東風連駅移転ということも含めて、公

共交通について非常に厳しい状態になって

いる。忠烈布線代替ハイヤーを利用してい

るが、今後、他の地域のことも考えるとデ

マンドのバスも含めて考えていかないと、

利用時間も制限されて厳しい。風連の街へ

行くだけでなく、名寄の病院やお店に行く

等、そういう利便性もお年寄りには重要に

なってくる。

 　バスが走っていない空白区というのは、そ

の住民の方々は大変苦労されていると思う

ので、今回委員会で調査研究をしていくと

いう事で進めている。今までコロナ禍のた

め、皆さんのところへ行って話を聞こうと

思っていたが取り組めなかった。しかし、

少しコロナ禍も収まってきたので、現実に

やれるかどうかは厳しい状況であるが、総

務文教常任委員会の委員が苦労されている

方のところへ行って話を聞き、少しでも行

政と協議できる形をとっていきたい。ここ

でデマンドが東風連地域にできるかどうか

というのは、答えられないので、皆さんの

声を行政に伝えていく。

問

答

　　デマンド関係公共交通については、今すぐ

どうこうしてくれということではないが、

何年も前から言われている話であり、当然

地域の中で高齢化が進むというのは目に見

えていることなので、何かの形で改善して

いく方向は、議会として努力してほしい。

 

意
見 

◆旧農産廃棄物処理場について 

 　旧風連地区のゴミ施設の解体だが、７月く

らいから解体工事が始まるようなことも新

聞に書いてあったように記憶しているが、

そのことについて聞きたい。

 　旧農産廃棄物処理場の解体だが、令和３年

度の予算に１億617万円計上されており解

体の着工に入っている。含まれている可能

性のある有害物質を飛散しないような適切

な処置を講じたうえで行っていく。

問

答
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◆スキー場について

 　名寄市のスキー場は、名寄ピヤシリスキー

場と風連スキー場の２か所がある。名寄の

スキー場もここ数年でみるとスキー人口が

減っているということもあるが、学校授業

の回数も激減している。地元のスキー場の

利用増加を図るのであれば、２つあるス

キー場を上手く連携して使えないものか。

例えば、低学年のうちはリフトに乗れなく

苦労をしている子もいるので、名寄の学校

でも低学年の子は風連のスキー場に行くな

ど、２回あるうち１回でも行うことができな

いか検討してほしい。

 　現在スキー人口は減っているが、今年はピ

ヤシリスキー場に多くの方が来た。小・中学

校のスキー授業の件については、おそらく

２〜３回行く。その中で初めてピヤシリス

キー場に行って嫌いになった方、また２回

の授業のためにスキーを買わなければなら

ない方、幼稚園の時から小学生になったら

皆と一緒に滑れるようにとピヤシリスキー

場に行かせている方など、様々な声を聞く。

学校によっては、ピヤシリスキー場に小さ

い山を作って低学年が練習しているところ

もある。今伺った低学年を風連スキー場で

という意見は、教育委員会に伝えていく。

問

答

 ◆王子マテリア㈱名寄工場について

 　王子マテリア㈱名寄工場が撤退する事が明

らかだが、おそらく議会としても理事者側

と様々な協議をしているだろうが、具体的

に議会としてはどういう形の中でいろいろ

な方面に働きかけているのか教えてほしい。

 　新聞報道などで報じられている範囲の答え

になってしまうかもしれないが、様々な案

が出ている。

　　１つには、再生可能エネルギー。もう１つは、

現実的には難しいかもしれないが、データ

センター誘致。もう１つは、物流の拠点化。

名寄に大きなターミナルを作ってという新

聞報道が出た。そのとおりではないかもし

れないが、物流の拠点化は実際に民間でも

なんらかの形で変化が出てくると思う。

　　昨年からヤマト運輸の社員を一人派遣して

もらっており、この内陸部だけの荷物の流

れではなくて、オホーツク海側、稚内、日

本海側の方などではどういう物が、どうい

うルートで本州の方に届いているのかなど

を調査している。

問

答

◆意見交換会について 

 　農協青年部や若い農業後継者の方たちとの
意見交換や、町内会に出向いて、年に２回
でも３回でもいいので、小規模のグループ
で身近な話し合いをできるような機会を
作ってほしい。

 　以前、４班に分かれていくつかの町内会を
回った時がある。今年度いっぱいはコロナ
禍で厳しい状況にあるが、来年度はぜひそ
ういうことを実現して、皆さんの声をしっ
かり市政に伝える役割を果たしていきたい。

問

答

 　開催時期について、当初計画されていた５
月下旬の意見交換会というのは、時期的に
厳しい。農家の方にも参加してほしいので
あれば、５月下旬は田植えの盛り、様々なも
のを作付する時期だと思う。コロナでずれ
てしまった７月の方がもしかしたらよいか
もしれない。

 　現在、意見交換会は年に２回実施をしてい
る。やはり農繁期の時点での開催は難しい
のではないかという議論はしている。もう
１つは、予算委員会が３月にあり決算委員会
が９月にあるということで、予算決算に関
わる報告も併せて実施をしたいという考え
もあり、時期に関してはそれらを考慮しな
がら進めている。また、開催方法としては、
多くの皆さんから様々な質問を伺えるよう
に議員を２〜３班に分けて小規模で開催し
ている。今回は、議員定数の関係もあり全
員で参加した。

問

答

◆コロナ禍における経済対策について

 　新型コロナウイルス感染症により大きな影
響を受けている名寄市の飲食業関係や宿泊
業関係を救済するために様々な支援をして
いるが、本当に大変な思いをしている。外
から人を呼べないのであれば、市の中で完
結できるような経済の回し方を考えてもら
えないか。例えば、施設利用者等にアン
ケートをとり地元のホテルに一泊してもら
い、そのために市から補助するなど、検討
の余地があればぜひ検討してほしい。

 　感染状況を見極めながら経済を回すことも
並行して考えていかなければならないと、
行政側も考えている。今後はどう消費喚起
していくか。言われるように市で完結でき
るような経済の活性化策を今後行政側にも
状況をみて検討するよう伝えていくととも
に、私達も伺った意見を基に提言していく。

問

答
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７月13日（火）　駅前交流プラザ「よろーな」　参加者27人

 ◆経済建設常任委員会の名寄商工会議所
　との意見交換会について 

 　経済建設常任委員会で昨年度に名寄商工会

議所との意見交換会を実施したということ

だが、会議所の出席者は商店の方なのか役

員も含めた方々なのか。

 　令和２年１月に実施。商工会議所で出席し

た方は、会頭、副会頭、専務理事と事務局

長、そして委員会のメンバーである。私達

委員会は、「産業振興による地域経済活性

化とまちづくりについて」をテーマとし、

商工業の基本計画に関して審議会や市で答

申を受けたときに計画があるので、今後具

体的に深く議論していくことになると思う

が、市内の商工業の状況を伺う中で、委員

会と業界の共通認識は図られたという内容

の意見交換会である。業者などがこの時の

意見交換会には参加していない。

問

答

◆有害鳥獣について 

 　熊の出没が多く、農村部では非常に厳しい

状況が続いている。最近の熊は、夜型では

なく昼型になり明るいときに出てくるので、

人的被害や農産物の被害が起きると大変な

ことになる。有害鳥獣については、ぜひ市

としても力を入れてほしい。

 　言われるように、これからまた増えてくる

時期に入る。道内全域では都市部でも特に

札幌市街でも住宅街に出没したり、福島町

では大変痛ましい事故もあった。地域でも

他人事ではなくヒグマ対策を行い、それを

どう行政側が啓発活動も含めて評価して、

今後出没が多くなる地域に向けてどのよう

に取り組むのか。伺った意見をしっかり所

管の部署に伝えたい。

問

答

 ◆議員活動について 

　　議会がよくわからない。関心がない。議員

の活動の姿が見えない。なぜかと言うと、

議員が市民と直接話しをしていないから。

自らを支持された方と、どの程度話しをし

ているのか。単に議会の報告だけではなく、

支持者と直に話しをすることが大事。月１

万円の政務活動費を有効に使い、支持して

もらった市民一人ひとりとの意見交換の場

を皆さんがそれぞれ持つと、その積み重ね

が市民に見えてくると思っている。

 

意
見 

 ◆名寄市の将来展望について 

 　王子マテリア㈱名寄工場が撤退する。議会
として、今後どのようなまちづくりを考え
ているのか。

 　議会はただの追認機関だと思ってはいない。
それぞれの所管委員会の中で独自に調査項
目を設けてそれを調査して市に提案してい
くという作業を進めている。それぞれの議
員活動、あるいは委員活動、議会活動、将
来のまちづくりについて、18人それぞれあ
ると思うので、まとめて話すのは難しい。

問

答

 　全員でこれからのありようについて議論し
た経緯はないということか。

 　まちづくりの個別案件についてはそれぞれ
議論するが、将来像については様々な計画
がある。立地適正化とか公共施設の配置計
画であるとかそういったところを私達議会
としても審査をしていく。まち全体の公共
施設の配置の問題などについてはしっかり
と取り組んでいきたい。

問

答

　　議会は、チェックする機関と思っている。
議員として、こういうまちでなければなら
ないというものがあって然るべきではない
かと思う。大いに一番市民が関心を持って
いるところなので、努力を重ねていってほ
しい。

 

意
見 
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 ◆高校再編について 

 　高校再編については、市議会できちんと議
論して終着点を見つけたのか。市民の意見
や学校の内容など全然出てこないが、議会
が責任を持ってそれに対して対応したのか。

 　高校の再編については、定例会の一般質問
の中でも出ており、教育長よりこれは北海
道の専権事項である。“市民の意見は言って
いただいてもいいですよ”という様な位置
づけと説明を受けた。「名寄市高等学校在
り方検討会議」は、そういった皆さんの意
見もしっかりと反映されるようなメンバー
になっていたと思う。ただ残念なのは、中
学校の卒業生の半分以上が名寄市外の高校
に進んでしまう。名寄の高校にない魅力が
他の高校にはあるのかもしれない。市民の
ニーズをしっかりと私達なりに把握をして
少しでも名寄の高校に進んでもらえるよう
な取り組みを考えていかなければならない。

問

答

 　高校とは話し合っているのか。道教委と高
校と両方に話しかけて話を進めていくとい
うことをしない限り平行線だと思う。高校
と同じ考えを持って道教委に話しかけてほ
しい。

 　高校の問題については所管が違うことは理
解してもらえると思う。ただ今日市民の皆
さんから多くのご批判をもらったことは総
務文教常任委員会で受け止めて、市長に申
し入れるか、あるいは議会として市民の皆
さんが懸念しているので、市民の皆さんか
ら意見を聞く場を設けるべきだという提言
はできると思うので、しばらく状況を見
守ってほしい。

問

答

 ◆名寄振興公社について 

 　名寄振興公社の問題の説明責任が全くされ
ていない。市民に伝わってこない。北海道
新聞に掲載していたと思うが、名寄新聞や
北都新聞に掲載されないで道新に掲載され
るということは、何となく前の支配人に被
せればそれでいいように感じてしまう。そ
の現状を聞きたい。

 　名寄振興公社の件について、概ね道新が報
道したとおりで、７月２日に第２回の口頭弁
論が行われて結審。10月1日に判決言い
渡しという日程が言われたそうである。副
市長には、綿密に正副議長・所管の委員会
には報告をもらいたいと伝えた。今後の流
れの中でどのようになるか分からないが、
私達もしっかり判断をしていきたいと思う
ので、しばらく状況を見守ってほしい。

問

答

 ◆議員定数について 

 　18名から16名にするという説明を聞いた

が、議員定数は財源だけの問題ではないと

思っている。どのような形で検討したのか。

 　議会改革の視点だけではなく市政の現状と

課題なり、将来の予測と展望というような

ことも議論しながら、そして、市民の皆さ

んからの意見を伺うという形でアンケート

調査を行い多くの方から回答をもらった。

その中で議員一人ひとりの活動そのものが

よく見えないという意見も多くあった。そ

れらについてもしっかりと受け止め議会の

中で協議をし、今回この結果に至った。

問

答

 　18名でも果たして市民のニーズが市政に

反映されているのかどうか、非常に疑問に

思っている。議会活動そのものが市民に伝

わってこない。16名になると委員会の人

数が減り審査に問題が生じないのかと危惧

している。

 　私達も常日頃からそこを十分に留意しなが

ら活動したいと考えている。議員の活動が

見えないというのが、最大の私達のテーマ

と考えている。例えば、かつては委員会付

託された条例案などを審査して報告をする

というのが主な役割だったが、現在は、そ

れぞれの委員会が独自のテーマを持って調

査をし、市に対して要望や提案をしていく

という取り組みを進めている。この辺も市

民の皆さんに浸透していないところだと

思っている。

問

答

 　議員の削減について、削減される２名の議

員の活動の部分はどこに回していくのか。

きちんと上手く回っていくのかが不安に思

う。その点について伺いたい。

 　実際に行政に対して市民の皆さんの民意が

きちんと伝わらない、そのことを危惧され

て、やはり18名でいくべきという話もあ

る。それは議論の中でもしてきており、議

員一人ひとりがしっかり市民の皆さんの意

見を受け止めて、それを議会の中で質問と

いう形や様々な形で反映をしていく。市民

生活を今後どのようにつくり上げていくの

かも含め、２名減ったから必ずしも意見が

届かないということではなく、16名になろ

うとも同じようにしなければならないと

思っている。

問

答
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 令和3年度（第1回）「市民との意見交換会」アンケート結果

ご回答いただきましたアンケートの集約結果は次のとおりです。また、ご回答いただいた市民の

皆様は36人で、回答率は92.3％となっています。

※（　）の数字は回答者数です。

問問１１ あなたの年齢は　あなたの年齢は？？

　　　①２０代（０人）　②３０代（１人）　③４０代（２人）　④５０代（３人）

　　　⑤６０代（１０人）　⑥７０代以上（２０人）　未回答（２人）

問問２２ あなたの性別は　あなたの性別は？？

　　　男（３２人）　女（４人）　未回答（２人）

問問３３ 今回を含め、これまでに『市民との意見交換会』及び『議会報告会』に何回出席したこ　今回を含め、これまでに『市民との意見交換会』及び『議会報告会』に何回出席したことと

がありますかがありますか？？

　　　①初めて（２人）　②２回（８人）　③３回（４人）　④４回（１人）

　　　⑤５回以上（２０人）　未回答（３人）

問問４４ 今回の『市民との意見交換会』の内容はどうでしたか　今回の『市民との意見交換会』の内容はどうでしたか？？

　　　（全体的に）①よかった（１６人）　②ふつう（１４人）　③よくなかった（０人）

　　　　　           未回答（８人）

　　　（報告内容は）①わかりやすかった（１０人）　②ふつう（１５人）

　　　　　　           ③わかりづらかった（３人）　未回答（１０人）

　　　（意見交換内容は）①よかった（１１人）　②ふつう（１４人）　③よくなかった（２人）

　　　　　　　　           未回答（１１人）

※今後、市民との意見交換会について改善すべきことがあればお書きください※今後、市民との意見交換会について改善すべきことがあればお書きください。。

　・参加しづらい感じはある。

　・開催時期の検討。

　・質問、回答方式ではなく、座談会方式も良いのではないかと思う。

　・全議員の机の前に名前を掲示してほしい。（２名）

　・質問、答弁の論点が整理されていないまま、やり取りしていて、他の参加者が聞きづらい。

司会者側で参加者がポイントを共有できるように整理してはどうか。

　・今後の街づくりの中心となる若い世代の参加。

　・活動状況について、特徴的なことをいくつか取り上げて具体的に説明してほしい。

　・各委員会報告で報告を受け審査を行い、原案のとおり可決すべきと決定し、関係部署と連携

しながら取り組むとあるが、原案にどのような問題があり、委員会としてどのように提案し

て改正させたのかを知らせてほしい。

　・事前に意見をもらって回答したら良い。

　・個人的な意見が強すぎて今回はつまらなかった。終了が近づくにつれて少し交換会らしくな

ってきた。

名寄市議会だよりは再生紙を使用しています。

資源を大切に、ごみの減量・リサイクルにご協力下さい。

議会だより　なよろ（増刊号）　令和3年9月1日
発行:名寄市議会　編集:議会報特別委員会　印刷:㈲喜多印刷所
◆TEL（01654）３−２１１１　ホームページ　http://www.city.nayoro.lg.jp/assembly/


